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「きょうりゅうといっしょに水あそびしたいな」

　平成29年度の“みやかん”の表紙には、「2016仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

飯淵　陽太さん
（仙台市立高森小学校２年生）
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ベトナムホーチミン市（水上家屋）

タブチベトナム工場前にて

専務理事　藤井　秀男
１．はじめに
　　現在、建設業界全体に若年労働者の入職が少ないことで、人手不足の状況が続き、技術の継承に

も支障をきたしてきている。我々管工事業の業界
でも種々の対策が採られてきたが、当面の技術・
技能者不足の解消に向けて、外国人技能実習制度
を利用した事例が見受けられるようになった。国
もこの制度の有効性を認めたのか期間が３年か
ら５年に延長される。

　　また、業界の課題の一つとして、災害復興の収
束に伴う仕事量の減少から、海外における事業展
開の可能性を求めた。

　　このような現状と、全管連が昨年２月に同じ趣
旨のベトナム視察に行ったことから、宮管も参考
にするため、宮管創立70周年の記念事業の一環と
して役員によるベトナム視察研修を実施することとした。

　
２．視察研修先と日程
　　視察研修は、業務の関係と現地の天候を考慮して、ベトナム滞在を平成29年２月14日（火）から17

日（金）までとし、研修先には㈱タブチがホーチミン市近郊にベトナム現地工場として設立した㈲タ
ブチベトナムと、ハノイ市にあるベトナム人を外国人技能実習生として日本へ送り込んでいる実績
のあるTHAI NGUYEN輸出入株式会社（以下BATIMEX社という。）の配管職業訓練施設及び日本
語教育訓練センター他をお願いした。

　
３．㈲タブチベトナム
  3.1　ベトナムとは
　　タブチベトナムでは、出村ゼネラルディレク

ターから、まずベトナムの概要について説明を受
けた。

　　ベトナムは国の形が日本とよく似ていて南北に
長い。もともと２つの国だったこともあり、北の
政治の中心ハノイと南の経済の中心ホーチミン
では気候や人間性も随分違う。ハノイには四季が
あり、台風も来るし冬は結構寒いが、ホーチミン
の方は現在30℃以上になる乾季で、４月から雨季
に入る。

　　ベトナム語はもともと漢字を使っていたが、フランス支配の時にローマ字表記に改めてしまった
ので、今のベトナム人は漢字を知らない。識字率は90 ～ 95％と高く、勉強熱心である。日本人に

組合役員によるベトナム視察研修を実施して
～創立70周年記念事業～
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は親近感を持ちやすい。
　　労働力が豊富で、もともとコストが安いが、賃

金は毎年10 ～ 15％上昇している。
　　現在のベトナムのGDPは22兆円で千葉県や埼

玉県と同じくらいだが、経済成長率の伸び具合は
昭和40年頃の日本とよく似ており、また人口構成
もピラミッド状で、やはり昭和40年代の日本と同
じなので、今後の成長の可能性を感じさせる。

　　
　3.2　㈲タブチベトナムの業務について
  　商品はサドル分水栓や小型浄水器他で、現地工

場では組立てと品質管理を行っている。分水栓が
工場内視察

国立ハノイ建設専門学校　説明風景

第３センター：周囲の表示は日本語

90％を占め、ホーチミン市水道局に納めている。昨年度は30,000台だった。
　　こちらの技術力では、まだ部品の精度品質が追いつかないので、現地調達率は27 ～ 28％程度に

とどまり、ほとんどの部品は日本から持ってきて、この工場で組み立てを行う。
　　製品の不良に対し、社員は言い訳が多いので、品質確保の意識付けのためにも、受け入れ部品の

検査からさせている。
　　社会主義国での仕事の課題、ローカルな商慣習、金利や売掛金の回収状況など様々な質問に忌憚

のない回答を頂けた。
　　これらの情報を総合的に考慮すると、ベトナムでの資材販売事業や給水工事事業の展開は困難で

あると判断した。

４．BATIMEX社
  4.1　国立ハノイ建設専門学校
　　BATIMEX社は、職業訓練を行う国立の専門学

校において訓練課程を担当していて、その中に配
管工事も含まれている。この学校では、基礎課程
２年間、専門課程を１年間学習し、卒業生はベト
ナム国内で就職する。

　　訓練に使われている資機材は、日本であれば30
年くらい前のイメージで、技術水準に難があると
思われる。仮に、ここの卒業生が来日して管工事
業界に入るとしても、日本の現在の技術をほとん
ど一から教えることになり、一人前になるには時
間がかかる印象を受けた。

　4.2　第３センター（職業訓練センター）
  　BATIMEX社が自社運営する３つの訓練施設の

中の一つで、日本へ派遣される技能実習生を養成
する第１段階の施設であり、300 ～ 500名を対象
に、最初の３ヶ月間職業訓練と日本語の基礎を学
ばせている。在校生は、集団行動での訓練を受け、
学習態度は真摯で真面目、表情も明るく数十年前
の日本を思い出させてくれる感じがした。



− 3 −

　4.3　第１センター（日本語教育センター）
　　現在の学生数は320名、全員日本の会社の面接

に合格した人たちで、日本で実習に就くための勉
強をしている。

  　我々の訪問には、多くの訓練生が整列の上、日
本語の歌で歓迎してくれた。

　　第１、第３センターとも学生はほとんどが寄宿
制で、２段ベッドを使い一部屋20名くらいで暮ら
しており、今の日本では考えられないような集団
生活を送っていた。

  　視察研修後、夕食をとりながら、当日案内して
第１センター：日本語の歌で歓迎してくれた

ホーチミン市：バイク、車で横断できない

頂いたBATIMEX社のダオ副社長とタン部長にいろいろ伺った。
　　まず、本日の視察の感想を伝えた。
　　①　ハノイ専門学校の設備はかなり旧式なので、実習生として日本に来てもらう場合、訓練には

日本から最新技術を教えられる講師を招聘するのが効果的ではないか。
　　②　同じく日本で即戦力となるような方法を考えると、６ヵ月くらい日本の県立高等技術専門校

での訓練することなどが考えられないか。
　　③　日本で仕事をするには、車の運転免許を取ってくると有効である。
　　その後、２人には、今後の配管部門の技能実習生育成の可能性や、日本における実習生のフォロー

体制、実習生の賃金相場、BATIMEX社の経費の出どこなど、多岐に渡る質問に丁寧に答えて頂
いた。

　
５．ベトナム雑感
　　ホーチミン市では、大量のバイクが車の間を縫

う様に、恐れる様子もなく走り抜けていた。１家
族であれば大人は２人、子供なら何人でも乗って
いいので、２人乗りはよく見かけた。社会の活力、
今後の発展の可能性を感じさせる光景に思えた。

　　北と南では40年前まで戦争をしていた影響を未
だに引きずっているようだと教えられた。ホーチ
ミン市にある戦争証跡博物館で戦時記録を観覧
したが、当時の非人間的な悲劇の記録と、枯葉剤
に含まれていたダイオキシンによる影響が今も
続いていることを考えると、明るく活力に満ちた社会の表面だけからは見えない思いが残っている
というのも納得させられた。

　　現地ガイドの話から、嫁姑問題や子育ての苦労は日本と違わないと思ったが、結婚など人生の大
切な局面で占い師の託宣を大切にするというのは意外だった。

　　最後になりましたが、今回の視察研修に当たっては、アジアビジネスサポート事業協同組合の原
宣幸理事長（全管連理事・広報部長、神奈川県管工事業協同組合理事長）と増山隆文氏には大変お
世話になりました。この誌面を借りて御礼申し上げます。
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　２月18日（土）、昨年度同様、今年度の資材事業
を積極的にご利用頂いた組合員の皆様に対する謝
恩企画『にっぽん演歌の夢祭り』（「昼の部」と「夜
の部」の２コース）日帰り鑑賞を実施し、総勢
113名（昼の部81名、夜の部32名）の参加を頂いた。
　参加者の皆様へは、事前に当組合の営業担当者
より鑑賞チケットと駐車券をお届けし、当日は会
場となった利府町のセキスイハイムスーパーア
リーナに直接集合して頂いた。
　昼の部は正午から午後２時半まで、夜の部は午
後４時半から午後７時まで行われ、森進一・千昌
夫・細川たかし・水前寺清子らの大御所から市川

由紀乃・島津亜矢等の若手まで多彩な顔ぶれが揃い、徳光和夫アナウンサーの巧みな司会で進行し、
会場は大変な盛り上がりとなった。参加者の皆様は、ステージに最も近いアリーナＳＳ席で、数々の
ヒット曲を楽しまれたようだった。

入場ゲート

コンサートを楽しみに、笑顔の組合員さん 大混雑の中、会場に向かう組合員さん

平成28年度資材ご利用組合員謝恩企画
『にっぽん演歌の夢祭り』鑑賞を実施
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ファクタリングに関する説明会を開催

　２月 24 日（金）、午後１時 30 分より組合３階研修室において、ファクタ
リングに関する説明会を開催したところ、組合員等 25 名が参加した。
　ファクタリングは国土交通省の「下請債権保全支援事業」として、下請
工事の請負代金等債権を保証する制度であり、組合員企業の経営の安定に
役立つものと考えて開催したものである。当組合でも、今後予想される厳
しい経済環境に備え、昨年の総会においてセーフティネット基金の創設に
ついて承認を頂き、必要に応じてファクタリングの活用資金等に充ててい
くこととしている。
　当日は、須藤総務部次長が司会を務め、はじめに主催者を代表して渡辺
理事長から挨拶があった後、講師をお願いした㈱建設経営サービス（略称：
ＫＫＳ：東日本建設業保証㈱の 100％出資子会社）宮城営業所の吉岡邦彦
課長が紹介され、説明会に入った。
　吉岡氏は、ＫＫＳ保証ファクタリングとして、個別保証［既に有してい
る債権（売掛金・手形）の決済をＫＫＳが保証するサービス］、枠保証［将
来発生する債権（手形を含む）を下請契約等ごとに保証限度額を設け、Ｋ
ＫＳが保証するサービス］、手形・電子記録債権買取［東日本大震災の被
災地向けの商品として、取引先から直接振り出された手形や電子記録債権
をＫＫＳが買い取り、早期に資金化が行えるサービス］の３つの商品があ

関心を集めた説明会

渡辺理事長

ＫＫＳ　吉岡課長

るとし、一つひとつの商品について配付した資料に沿って説明された。
　また、国土交通省が創設した「下請債権保全支援事業」の制度は平成 30 年３月 31 日まで期限が延
長され、上記のいずれのサービスも保証料の一部が
助成金として支給されることが説明されるととも
に、これらの事業を利用する企業の中にはＫＫＳが
費用を算出する際、対象会社の信用度を調査するの
で、取引先の信用調査を兼ねているところもあると
いう話だった。
　一通りＫＫＳが取り扱っている商品について説明
された後、質疑応答の時間が設けられ、参加者は次々
と質問を行い、説明会が終了した後も担当者に直接
疑問点を聞くなど、関心の高さが窺えた。
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技能向上訓練（技能検定学科・実技部門講習会）を開催

◆学科部門講習会
　１月７日（土）と８日（日）の両日、仙台市宮城野区の宮城県立仙台高等技術専門校本館教室において、
平成28年度技能検定（配管技能士）の学科試験に向けた講習会を開催したところ、１級18名、２級15
名が受講した。
　この講習会は、１月22日（日）実施の試験合格を目指し、１・２級合同で行われた。受講生は、講師
の分かりやすい説明を集中して聴講していた。
  なお、講師及び講習内容は下記のとおり。
○講師
　宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科元指導員　
　砂金　文弘 氏
○講習内容
　１月７日（土）　・建築配管工法
　　　　　　　　・施工法一般
　　　　　　　　・材料、法規、安全衛生
　　　　　　　　・建築構造と製図
　１月８日（日）　・学科に関する模擬テストと解説
　　　　　　　　・実技に関するペーパー模擬テストと解説
◆実技部門講習会
　１月14日（土）と１月15日（日）の両日、仙台市宮城野区の仙台人材開発センター実習室において、平
成28年度技能検定（配管技能士）の実技試験に向けた講習会を開催したところ、14日（土）は１級24名、
15日（日）は２級18名が受講した。
　両日とも、はじめに講師から現寸図の描き方や課題
作製にあたっての注意事項等が説明され、その後、受
講生はポイント毎に講師のアドバイスを受けたり、疑
問点を質問しながら、本番同様の練習課題に挑戦した。
　なお、講師は下記のとおり。
〇講師
　中島設備工業㈱　代表取締役　中嶋　剛毅 氏　
　（技能オリンピック世界大会出場者）
　㈲岩渕設備工業　専務取締役　岩渕　久幸 氏　
　（技能オリンピック全国大会出場者）

真剣に受講していました

ポイント毎に講師のアドバイスがありました
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平成28年度技能検定実技試験実施

　２月１日（水）・２日（木）の両日、仙台市宮城野
区の仙台人材開発センター実習室において、宮城
県職業能力開発協会が主催する配管技能士１級及
び２級の実技試験が実施された。
　この試験には、実施協力団体として委託を受け
ている当組合から、技能検定委員３名と補佐員１
名が試験の実施運営にあたった。
　今年度は例年の人数を大きく上回る１級55名、
２級44名（技能五輪19名含む）が受検した。受検
者は、それぞれの標準時間（１級は３時間30分、
２級・技能五輪は２時間30分）内での完成を目標
に、集中して課題製作に挑戦していた。 例年以上の人数の受験者でした

水圧検査の様子

　審査採点は翌３日（金）に行われ、作品は、1.75メガパスカルの水圧検査、及び寸法や出来映えなど
厳正に審査された。
　なお、合格発表は３月10日（金）に行われ、１級33名、２級23名が合格した。

　当日の技能検定委員及び補佐員は下記のとおり。
○技能検定委員
　宮城県管工業協同組合  
　　藤岡　正行 氏（㈱アトマックス 代表取締役）
　　相澤十四男 氏（㈱相澤設備 取締役会長）
　　福田　幸穂 氏（㈱加納工業所 代表取締役）
　宮城障害者職業能力開発校               
　　佐藤　猛彦 氏（同開発校 技術主査）
○補佐員
　宮城県管工業協同組合
　　小島　祥宏 氏（同組合 工事部次長）     
　宮城県立仙台高等技術専門校
　　中野　　進 氏（同専門校 設備工事科指導員）    
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青年部コーナー

青年部ファミリーレクリェーションを実施して

ファミリーレクリェーション実行委員長　鈴木　幸市（大東設備工業㈱）

郷古会長

　今年度、組合青年部交流事業の一環として実施するファミリーレク
リェーションの実行委員長を承り、例年同様オニコウベスキー場・ホテル
オニコウベにて開催する予定でした。スキー場、ホテルも仮予約が済んで
おり、実行委員会では「日時の確認」「参加者募集」「当日の役割分担」「景
品などの買い出し」と毎年決められていることをするだけなので、青年部
事業の中では比較的準備しやすい企画でした。委員長としても安易に構え
ていたところ、…11月末日、ホテルより、ホテル内設備故障の為キャンセ
ルの依頼があり、事業内容を変更せざるを得なくなり、慌てて計画を見直
すこととなってしまいました。

　別のスキー場での開催も検討しましたが、開催までの日程を考え、今回は困難と判断し、新しい試
みで、１月21日（土）にコロナキャットボウル仙台店において、総勢27名参加のもと、平成28年度ファ
ミリーレクリェーション（ボウリング大会）を開催しました。急な内容変更でしたし、新しい試みだっ
たので混乱も予想されましたが、皆様のご協力のおかげでスムーズに進めることが出来ました。普段
仕事で忙しく、なかなか家族サービスが出来なかったお父さんたちも、仕事を忘れ、家族でボウリン
グ（２ゲーム）、同会場でのビュッフェスタイルの昼食と、家族で楽しめた企画だったと思いました。
閉会後、希望者のみでしたが、同会場で温泉入浴をする家族もおられました。
　約１日の内容でしたが、皆様のご理解とご協力のおかげで怪我もなく、無事に事業を終えられたこ
とを改めて感謝申し上げます。
　急な企画内容の変更となりましたが、来年度は今回の内容を参考にして頂いて、更に楽しい事業に
なればと思います。
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青年部コーナー

ボランティア事業を実施して

ボランティア事業実行副委員長　赤間勇一郎（㈱赤間総業）

　寒さがまだまだ厳しい２月４日（土）、午後２時
から、『ボランティア事業』を青年部会員18名参
加のもと、仙台市内２箇所の公立保育所にて実施
しました。
　この事業は、郷古会長（㈲藤英工業）の『地元
地域に対し、当青年部が水道に関わるボランティ
ア活動を実施したい』という思いから仙台市子供
未来局保育課様のご協力を得て企画され、今年で
３回目となります。
　当日は、全員が新しく製作した組合青年部のス
タッフジャンパーを着込んで（写真参照）集合し、
郷古会長の挨拶の後２班に分かれ、それぞれ上飯 集合写真

東仙台保育所上飯田保育所

田横堀保育所と東仙台保育所に向かいました。各班は、各々工具を持参してトイレのタンク・水道の
蛇口等の点検やパッキンの交換、排水ジャバラホースの防臭工事、マンホールの清掃等、保育所の既
存業者の工事内容と重複する事なく、清掃・点検や設備のアドバイスを行いました。
　各保育所の先生方からは「子供が使うには少しきつかった蛇口のハンドルを直して頂き、又どこか
ら臭いが来るのか分からなかった流し室の排水溝不良の原因を探って直して頂き、本当に有難うござ
います。」とのお声を頂くとともに、「自分たちが持っている知識と技術を発揮して、メンテナンスや
アドバイスをして、保育所の先生方は勿論、子供たちにも一日に何度も手を洗ったりうがいをする蛇
口が使いやすくなって、喜んで貰えるのは嬉しいですね。」と参加した会員の方からもボランティア
事業へのご賛同を頂きました。
　今回のボランティア事業を開催するにあたり、仙台市子供未来局保育課の皆様、各保育所の先生方、
並びに今回この事業の趣旨を理解して参加頂いた会員の皆様に御礼を申し上げます。
　また最後に、ボランティア事業実行委員長をはじめ委員会の皆様、担当役員の皆様、大変お疲れ様
でした。御礼を申し上げます。誠に有難うございました。
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お知らせ①

平成 29 年３月から適用する公共工事設計労務単価について

　標記について、国土交通省よりホームページ上に公表され、上部団体を通じて情報提供がありまし
たのでお知らせします。
　なお、本単価については、前倒しで３月から適用となります。
　また、全国平均で対前年度比3.4％引き上げられる結果となりました。

国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課

　平成28年度に実施した公共事業労務費調査に基づき、平成29年３月から適用する公共工事設計労務
単価を決定したのでお知らせします。今回決定した単価は、平成29年３月31日までに新たな公共工事
設計労務単価の決定を行わない限り、平成29年４月１日以降もこの単価を引き続き適用します。

１．平成29年３月から適用する公共工事設計労務単価について
  　決定した都道府県別・職種別の公共工事設計労務単価一覧を「平成29年３月から適用する公共工

事設計労務単価」に示す。なお、単価の決定にあたり、社会保険に未加入の者が適正に加入できる
よう、引き続き、法定福利費（本人負担分）相当額を適切に反映している。

　　また、入札不調の発生状況等に応じて公共工事設計労務単価を機動的に見直すことのできるよう
措置している。

  　公共工事設計労務単価は、国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課及び各地方整備局技術管
理担当課等で閲覧できる。

２．公共工事設計労務単価について
　（１）公共工事設計労務単価の構成
　　公共工事設計労務単価は、次の①～④で構成される（図−１）
　　①基本給相当額
　　②基準内手当（当該職種の通常の作業条件及び作業内容の労働に対する手当）
　　③臨時の給与（賞与等）
　　④実物給与（食事の支給等）

　（２）公共工事設計労務単価に含まれない賃金、手当、経費
　　①時間外、休日及び深夜の労働についての割増賃金
　　②各職種の通常の作業条件又は作業内容を超えた労働に対する手当
　　③現場管理費（法定福利費の事業主負担額、研修訓練等に要する費用等）及び一般管理費等の諸

経費
　　　例えば、交通誘導警備員Ａ、Ｂの単価については、警備会社に必要な諸経費（現場管理費及

び一般管理費等）は含まれていない。

公共工事設計労務単価 基本給相当額 基準内手当 臨時の給与 実物給与＝ ＋ ＋ ＋

図−１　公共工事設計労務単価の構成
① ② ③ ④

所定労働日数１日当たり所定労働時間内８時間当たり
��������������������������������
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　（３）留意事項
　      公共工事設計労務単価は公共工事の工事費の積算に用いるためのものであり、以下の点につい

て十分留意すること。
　　　・本単価に含まれる賃金の範囲は（１）のとおりであり、（２）に示すものは含まれないこと。
　　　（法定福利費の事業主負担額、研修訓練等に要する費用等は、積算上、現場管理費等に含まれ

ている）
        なお、労働者の雇用に伴う必要経費を含めた金額を参考に示す。
３．公共事業労務費調査の概要について
　（１）調査目的
　　　　公共工事の発注に際し必要となる予定価格の決定にあたっては、「予算決算及び会計令」に

おいて、取引の実例価格、需給の状況等を考慮して適正に定めることとされている。
　　　　これに基づき、農林水産省及び国土交通省では、公共工事の予定価格の積算に必要な公共工

事設計労務単価を決定するため、所管する公共事業等に従事した建設労働者等に対する賃金の
支払い実態を、昭和45年より毎年定期的に調査している。

　（２）調査方法
　　①調査対象工事
      　　農林水産省及び国土交通省所管の直轄・補助事業等のうち、平成28年10月に施工中の１件あ

たり、1,000万円以上の工事を選定母集団として、無作為に抽出。未着工、完了等の無効となっ
た工事を除く有効工事件数は、11,332件。地方別の有効工事件数を表−１に示す。

　　②調査の実施方法
　　　　調査対象者は、調査対象工事に従事する51職種の建設労働者等（各職種の定義・作業内容を

「調査対象職種の定義・作業内容」に示す）。労働基準法により使用者に調整・保存が義務付け
られている賃金台帳から、請負業者（元請会社及び協力会社）が転記する等して調査票を作成。
会場調査において、調査票記載内容を照合・確認することにより、賃金の支払い実態を把握。

　　③有効標本数
　　　　賃金台帳の不備等による不良標本を除いた有効標本数は、全職種で104,425人。地方別の有

効標本数を表−１に示す。
　　④公共工事設計労務単価の決定
　　　　有効標本について、所定労働時間内８時間当たりに換

算し、都道府県別・職種別に集計。集計結果を基に、公
共工事設計労務単価を決定。

　　　　なお、タイル工・屋根ふき工及び建築ブロック工につ
いては、十分な有効標本数が確保できず、公共工事設計
労務単価として設定するに至らなかった。

　　⑤その他
　　　　平成28年10月調査の対象となった工事の件名及び請負

会社名（元請）については、各地方連絡協議会事務局（国
土交通省各地方整備局、北海道開発局又は沖縄総合事務
局の技術管理課等）において、割増対象賃金比について
は国土交通省ホームページにおいても閲覧できる。

地方連絡
協議会名

有効工事件数
（件）

有効標本数
（人）

北海道 1,026 10,498

東　北 1,491 15,739

関　東 1,680 19,465

北　陸 959 8,375

中　部 1,285 10,157

近　畿 1,390 11,214

中　国 1,153 9,050

四　国 785 6,109

九　州 1,280 10,894

沖　縄 283 2,924

全国計 11,332 104,425

表−１　有効工事件数及び有効標本数
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平成29年3月から適用する公共工事設計労務単価
地方連
絡協議
会名

普通作業員軽作業員

（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）（　　 ）

（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）（　　 ）

（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）

（注）岩手県、宮城県、福島県における単価括弧書きは、入札不調の発生状況等に応じた単価を採用している。
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お知らせ②

建設工事等におけるガス管損傷による労働災害の防止について

　標記について、宮城労働局労働基準部健康安全課長より、次のとおり周知依頼がありましたのでお
知らせします。

宮城労働局労働基準部健康安全課長

　日頃より労働災害防止に御尽力をいただき御礼申し上げます。
　標記については、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号、以下「安衛則」という。）第355条
に基づき地山の掘削の作業を行う場合の作業箇所及びその周辺の地山についての埋設物等の有無及び
状態の調査の実施等、事業者に対してガス管損傷による労働者への危害を防止するための措置の実施
が義務付けられており、また、平成19年３月22日付け基発第0322002号「建設業における総合的労働
災害防止対策の推進について」により、改修工事において、作業計画にガス会社等への事前連絡等に
ついても定めるよう指導しているところです。
　今般、昨年に引き続き経済産業省商務流通保安グループガス安全室より、建設工事等におけるガス
管損傷事故の防止に関する事業者等への要請について協力依頼があったところです。
　つきましては、建設工事におけるガス管損傷事故による労働災害を防止するため、貴会会員に対し
下記の事項について周知徹底してくださるようお願いします。
　 な お、 経 済 産 業 省 ホ ー ム ペ ー ジ（http：//www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_
safety/oshirase/2016/01/280107-2.html）に関連情報が掲載されていますので、ご参照ください。

記

１　くい打ち機等によるガス導管等の損壊の防止（安衛則第194条関係）
　くい打機又はボーリングマシンを使用して作業を行う場合は、ガス導管等の有無及び状態を当該ガ
ス導管等を管理する者に確かめる等の方法により調査し、その結果に適応する措置を講じること。

２　ガスが存在するおそれのある配管の溶断等（安衛則第285条関係）
　溶接、溶断その他火気を使用する作業又は火花を発するおそれのある作業を行う場合は、ガスが存
在するおそれのある配管については、あらかじめ、不活性ガス又は水を封入すること等により爆発又
は火災の防止のための措置を講じること。

３　地下作業場等（安衛則第322条関係）
　可燃性ガスが発生するおそれのある地下作業場において作業を行う場合、又はガス導管からガスが
発散するおそれのある場所において明り掘削の作業を行う場合は、爆発又は火災を防止するため、次
に定める措置を講じること。
　一　ガスの濃度を測定する者を指名し、その者に、毎日作業を開始する前及び当該ガスに関し異常

を認めたときに、当該ガスが発生し、又は停滞するおそれがある場所について、当該ガスの濃度
を測定させること。

　二　ガスの濃度が爆発下限界の値の30パーセント以上であることを認めた時は、直ちに、労働者を
安全な場所に退避させ、及び火気その他点火源となるおそれがあるものの使用を停止し、かつ、
通風、換気等を行うこと。
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４　地山の掘削の作業前の調査（安衛則第355条関係）
　地山の掘削の作業を行う場合は、あらかじめ、作業箇所及びその周辺の地山について埋設物等の有
無及び状態を、埋設物等の所有者又は管理者に対して照会し、その結果に応じた手順を定め、これに
より作業を行うこと。

５　ガス管による危険の防止（安衛則第362条関係）
　ガス管に近接する箇所で明り掘削によりガス管を露出させる作業を行う場合は、作業指揮者を指名
して、その者の直接の指揮により、ガス管をつり防護、受け防護等により防護し、又は、あらかじめ
ガス管を移設する等の措置を講じてから作業を行うこと。

６　掘削機械等の使用禁止（安衛則第363条関係）
　明り掘削の作業を行う場合において、掘削機械、積込機械及び運搬機械の使用によるガス導管等の
損壊により労働者に危険を及ぼすおそれのある場合は、掘削機械等を使用しないこと。

７　改修工事における爆発防止（「建設業における総合的労働災害防止対策」関係）
　改修工事における作業計画には、ガス会社への事前連絡等についても定め、これに基づく作業を徹
底すること。

８　経済産業省からの要請に基づくガス管損傷事故の再発防止
（１）工事前には、ガス事業者に、ガス管の有無、その配置及び使用状況について照会するとともに、

必要に応じ、工事の際にガス事業者に立会を求めること。
（２）ガス事業者に照会して得られた情報は、現場の作業者全員に周知して適切な作業が行われるよ

うにすること。
（３）ガス管が埋設されている付近は、火気や電動工具の使用を避け、特に慎重に手掘り等で作業す

ること。
（４）敷地内に引き込まれる埋設ガス管は、歩道部や車道部よりも浅い場所にあることが多いため、

特に注意すること。
（５）工事の際、ガス管及びガス管かどうか判断できない埋設管を見つけたときは、ガス事業者に連

絡すること。
（６）ガス臭いと感じた時は、火気や電動工具の使用を中止し、すぐにガス事業者に連絡すること。

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品
ヨツギ株式会社は
環境マネジメントシステムの
国際規格であるISO14001の
認証を取得しています。
●ISO14001認証取得
　認証取得日：2004年8月12日
　認証No．  ：E897

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3丁目 9−2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291
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お知らせ③



− 16 −



− 17 −

平成２9 年度  管工事施工管理技術検定試験  

受験講習会のお知らせ 
全て税込表示 

重点ポイント中心の短期集中型。限られた時間で確実に実戦力を身につけるため、出題頻度の高い項目の説

明と関連過去問題の解説を中心とした講義です。 

受 講 料  ３５,０００円  

級  日       程 会 場 名 

１級 ７/19（水）・20（木）・21（金） 
宮城自治労会館 

２級 10/11（水）・12（木）・13（金） 

※同じ級を再度受講する場合は、 円となります。（ ～ 年度受講者該当）

１級 
管工事施工管理技術テキスト  定価 9,072円 送料600円 

１級管工事施工管理技術検定試験問題解説集録版  定価 4,320円 送料500円 

２級 
管工事施工管理技術テキスト  定価 9,072円 送料600円 

２級管工事施工管理技術検定試験問題解説集録版  定価 4,320円 送料500円 

１級セット・２級セット 各  々  １３，３９２円（送料7００円） 

 

級  日    程 会 場 名 受 講 料 

１級 11/2（木） 宮城自治労会館 1９,000円  

２級 10/14（土） 宮城自治労会館 19,000円  

１級 
 

１級管工事施工管理技術検定実地試験問題解説集   
定価 3,672円 送料500円 

在宅参加型 ご自宅で解答 ９,０００円 

  詳細は、ＨＰをご覧ください。   

◆会場所在地・講習会プログラムのご確認  

◆ネットで資料請求・講習会及び図書の申込  

◆建設関係  資格取得マニュアルの閲覧  

◆資格取得応援ポスターのダウンロード  

１級 (学科 )３日間講習会（3５ ,000 円）＋実力テスト（9,000 円）⇒４０ ,０００円  

２級３日間講習会（3５ ,000 円）＋実地１日講習会（19,000 円）⇒４８ ,０００円  

 

お知らせ④
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お知らせ⑤

平成29年度　各種技能講習・安全衛生教育等実施計画
宮城労働災害防止関係団体

区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
作
業
主
任
者
）

木材加工用機械 林災防 大　衡

プレス機械 労基協
山形・福島

大河原
岩　手 福　島 秋田・山形 古　川

乾燥設備 労基協 山　形 福　島 福　島 八　戸 秋　田 福　島 山形・岩手

地山の掘削及び土止め支保工 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

採石のための掘削 砕石協

はい作業（労基協共催含む） 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 大　崎 仙　台

船内荷役 港災東北 仙　台

型枠支保工の組立等 建災防 仙　台 仙　台

足場の組立て等
労基協 仙台・瀬峰 古　川 石巻・塩釜 気仙沼 仙　台

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

建築物等の鉄骨の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

木造建築物等の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

コンクリート造の工作物の解体等 建災防 仙　台

特定化学物質・四アルキル鉛等 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

石綿作業 労基協 仙　台 仙　台

普通第一種圧力容器取扱
ＢＣ協 仙　台

ＮＢ協 仙　台

鉛 労基協 福　島 八　戸

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

有機溶剤 労基協 仙　台 大河原 仙　台 仙　台 大河原 仙　台 仙　台 大河原・仙台 古　川

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
就
業
制
限
業
務
）

床上操作式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 古　川 古　川

小型移動式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

BC協（労基協）

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 石　巻 仙　台 石巻・瀬峰
石巻・古川

大河原
塩　釜

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ガス溶接 労基協 仙台・大河原 石巻・古川
瀬峰・気仙沼

古 川
大河原・仙台 古　川 大河原

フォークリフト運転
陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防（労基協）大崎・石巻 柴田・瀬峰 大崎・石巻 柴　田 石巻・大崎 柴田・瀬峰 大崎・石巻

ショベルローダー等運転 陸災防 石　巻

車両系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

車両系建設機械（解体用）運転・５時間コース 建災防 仙　台 仙　台

不整地運搬車運転 建災防 仙　台 仙　台

高所作業車運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台
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玉掛け

労基協 石巻・古川 石　巻 石巻・大河原 古川・仙台 石巻・大河原
石巻・大河原

古 川
仙　台 大河原 大河原・仙台

建災防 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 瀬　峰 　

ボイラー取扱い
ＢＣ協 仙　台

ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
育

研削といしの取替え等 労基協 大河原・古川 仙　台 石巻・大河原 古　川

アーク溶接等 労基協 石　巻
瀬峰・大河原

仙 台
古　川 仙台・気仙沼

電気取扱い業務（高圧） 労基協 仙　台

電気取扱い業務（低圧） 労基協 石　巻

小型車両系建設機械（整地・運搬・掘削等）運転業務 建災防 仙　台

伐木等の業務 林災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

小型ボイラー取扱い ＮＢ協

クレーン取扱い（５t未満）

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 古　川

労基協 大河原 石巻・大河原

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙　台 石　巻 仙　台

石綿取扱い作業従事者 建災防 仙　台

粉じん作業 労基協 仙　台 石巻・仙台 古　川

廃棄物の焼却施設に関する業務（ダイオキシン類対策） 労基協 仙　台

産業用ロボットの教示等 労基協 古　川 大河原

タイヤの空気充填 タイヤ 仙　台

動力プレスの金型等の取り付け、取り外し 労基協 古　川

除染等業務従事者 中災防 仙　台 仙　台

足場の組立等作業従事者（３時間） 建災防 仙　台 仙　台 仙　台

足場の組立等作業従事者（６時間）

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙　台 石巻・仙台

中災防 仙　台 仙　台 仙　台

足場の組立等作業従事者（３時間） 労基協 　

作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

危
険
有
害
業
務
従
事
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育

ボイラー取扱い業務従事者 ＮＢ協 仙　台

移動式クレーン運転士 ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

フォークリフト運転業務従事者 陸災防 仙　台 仙　台

チェンソー業務従事者 林災防 仙　台

玉掛業務従事者 ＮＣ協 仙　台

特別教育に
準じた教育

刈払機作業安全衛生教育 林災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台
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区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

管
理
監
督
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育

安全衛生推進者養成 労基協 仙　台 古　川 塩　釜 石　巻 大河原・仙台 瀬　峰 仙　台
大河原・仙台

気仙沼

衛生推進者養成 労基協 仙　台 仙　台

安全管理者選任時教育

中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙　台 石巻・仙台 瀬　峰 仙　台 古　川

衛生工学衛生管理者講習 中災防 仙　台 仙　台

能
　
力
　
向
　
上

安全衛生推進者教育（初任時） 陸災防 仙　台

ボイラー取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

普通第一種圧力容器取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

職長教育及び職長・安全衛生責任者教育

中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 瀬峰・仙台
石巻・古川

仙 台
大河原・仙台 石巻・仙台 古川・仙台 塩釜・気仙沼 大河原・仙台

瀬峰・古川
仙 台

石　巻 古川・仙台 仙　台 大河原・仙台

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

足場点検実務者研修 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

作
業
指
揮
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育

積卸し作業指揮者 陸災防 仙　台

車両系荷役運搬機械等作業指揮者 陸災防 仙　台

経営首脳者、現場
管理者に対する安
全衛生教育

総括安全衛生管理者セミナー 中災防 仙　台

現場管理者統括管理講習 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

技
術
者
等
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

定期自主検査者

局排・除じん装置等（養成講習） 労基協 いわき 福　島 仙　台

天井クレーン（安全衛生教育） ＮＣ協 仙　台 仙　台

天井クレーン（安全衛生教育） ＢＣ協 仙　台

移動式クレーン（安全教育） ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台

フォークリフト

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

車両系建設機
械（運搬・積込・
解体用等）

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

高所作業車

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

ゼ
　
ロ
　
災
　
運
　
動

危険予知活動トレーナー研修会（日帰り３日コース） 中災防 仙　台

危険予知活動トレーナー研修会（２泊３日コース） 中災防 岩　沼

危険予知活動リーダー研修会（日帰り２日コース） 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知活動１日研修会 中災防 仙　台 仙　台

指差し呼称の定着研修会 中災防 仙　台 仙　台
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そ
　
の
　
他
　
の
　
安
　
全
　
衛
　
生
　
教
　
育

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

マネジメントシステムリーダー研修会 中災防 仙　台

安全衛生スタッフ向けリスクアセスメント実務研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント担当者研修 労基協 大河原 古　川 石　巻 気仙沼・仙台

職場リーダー向けリスクアセスメント研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント研修会 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

OSHMS内部監査者養成研修会 中災防 仙　台

基本から学ぶ機械災害防止対策研修 中災防 仙　台

ダイオキシン類業務に係る作業指揮者養成研修会 中災防 仙　台

熱中症予防セミナー 中災防 仙　台

熱中症予防管理者教育 建災防 仙　台

これからはじめる化学物質管理研修 中災防 仙　台

化学物質管理者養成研修 中災防 仙　台 仙　台

健康障害防止のための化学物質リスクアセスメント研修 中災防 仙　台 仙　台

雇入れ時安全衛生教育 労基協
大河原・古川
気仙沼・仙台

交通労働災害防止担当管理者教育 陸災防 仙　台 仙　台

荷役災害防止担当者安全教育 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知訓練教育 労基協 古　川 大河原・古川

事業場内メンタルヘルス推進担当者養成研修 中災防 仙　台 仙　台

管理監督者・職場リーダーのためのラインケアセミナー 中災防 仙　台

THP指導者のための実務向上研修 中災防 仙　台

ストレスチェック制度担当者研修 中災防 仙　台 仙　台

看護師・精神保健福祉士のためのストレスチェック実施者養成研修 中災防 仙　台

除染等業務作業指揮者教育 中災防 仙　台 仙　台

斜面点検者に対する安全教育 建災防 仙　台 仙　台

ボイラー実技講習 ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

移動式クレーン運転実技講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

受
験
準
備
講
習

衛生管理者受験準備講習 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

第２種衛生管理者受験準備講習 中災防 仙　台 仙　台

一級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協

二級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協 仙　台 仙　台

移動式クレーン運転士受験準備講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

〈申込み先〉１　 各種講習会、研修会等の問合せ及び申込みは、〈22頁〉に記載してあるそ
れぞれの団体に直接行って下さい。なお、本表に掲げている「実施計画」は、
主催者の都合により一部変更となることがありますのでご注意下さい。

２　 「仙台」「石巻」などの表示は、開催地を表し、「労基協」は、（公社）宮城労働基準協会
を表します。

　　「福島」「岩手」等の表示は、それぞれの労働基準協会の開催となります。
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お知らせ⑥
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免許試験受験申請書は、次の団体でも取り扱っています
（受験準備講習、実技講習、実技教習等及び参考書については下記にお問合せ下さい）

（公社）宮城労働基準協会
　〒980-0811　仙台市青葉区一番町２−５−22　ＧＣ青葉通プラザ４階 ℡　022-265-4091

中央労働災害防止協会東北安全衛生サービスセンター                            
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉１−３−34 ℡　022-261-2821

全国官報販売協同組合仙台事業部
　〒980-0014　仙台市青葉区本町３−５−22　宮城県管工事会館１階 ℡　022-261-8320

（一社）日本ボイラ協会宮城支部（※ボイラー関係のみ）
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉３−３−48　同心ビル213号 ℡　022-224-2245

（公社）ボイラ・クレーン安全協会宮城事務所（※ボイラー・クレーン関係のみ）
　〒983-0013　仙台市宮城野区中野４−７−19 ℡　022-786-3500

（一社）日本クレーン協会東北支部（※クレーン関係のみ）
　〒980-0014　仙台市青葉区本町２−10−33　第２日本オフィスビル706号 ℡　022-263-3307

◎「出張特別試験」実施のお知らせ
　１．山形、岩手、青森、秋田、庄内、福島の各会場において「出張特別試験」を実施します。
　２．「出張特別試験案内」は各会場ごとに作成していますので、希望受験会場所在地の労働基準協

会等、又は当センターへ４月中旬以降にご照会ください。
　　　出張特別試験の案内は、当センターのホームページでもご覧になれます。
　３．受験申請書の提出先、受付期間等については、センターで試験を実施する場合と異なりますの

で、ご注意下さい。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219



− 27 −

『図星』
㈱仙塩管工事センター　代表取締役社長

宮城県管工業協同組合 
監事　大　浦　　　明

　平成29年１月某日、いつものように宮管組合へ行き、２階の事務所へ立ち寄った際に、総務課のＳ

女史より衝撃の一言が…。広報誌“みやかん”役員ノートへの投稿を突如依頼され、私の頭の中はま

さに“なにすやぁ !?”の世界です。ここ５年間で３回目の“なにすやぁ !!!”って、ちょいと多いと思

いませんか??　私は決して投稿好きの投稿職人でもなく、出来うるならば、面倒なことはあれもこれ

も“投降”したいタイプの人間です。

　とはいえど、あれこれ考えたところで逃げ道はどこにも見当たりません。ということで、前々回の

投稿時に書いた『弓道から学んだこと』の続きになりますが、日常の生活の中で使用している言葉に、

弓道を語源とする言葉が幾つかありますので、少しだけご紹介したいと思います。

Lesson １：手の内（てのうち）

　弓を握る手の整え方を“手の内”と呼びます。弓道の世界ではこの手の内は基本中の基本であり、

とても難しい射技の一つです。流派によって教えの違いはありますが、矢をつがえてから放つまでの

一連の動作の中で、最初から最後まで弓に接している手の内は、矢を真っ直ぐに、狙った的を射貫く

ための最も重要な動作となります。（ゴルフはほとんどしませんが、ゴルフに例えるならば、“グリッ

プ”ですかね。）そのことから心の奥底にある考えや計画を人に示すことを「―を明かす」また反対に、

「勝負事では―を見せたら負けも同然」などと表現したりします。

Lesson ２：～はず

　矢の端の、弓の弦につがえる切り込みのある部分を矢筈（やはず）と言います。矢筈と弦とがよく

合うところから、当然そうなるべき道理であることや、その確信をもっていること、その予定である

ことを示します。「貴方はそれを知っている―だ」、「来ない―はない」、「届く―になっている」など

と表現します。

Lesson ３：図星（ずぼし）

　弓道の的には、主なもので霞的（かすみまと）と星的（ほしまと）の二種類があります。星的は白

地の中心に黒丸が描かれている的ですが、この中心の黒点のことを図星と言います。この図星に狙い

を定めて矢を射るところから、急所や狙いどころの意味となり、思惑や指摘などがピタリと当たる意

味でも用いられるようになったとのことです。

　この他にも沢山の言葉がありますが、誌面の関係で今回はここまで。語源には諸説ありまして、前

述したことが正しいかどうかは、○○ペディア等で検索して頂くとより詳しく解説されている“はず”

です。

Lesson ４：３つまとめて使用すると

　『Ｏ浦の“手の内”は、全てお見通しだ。今回のみやかん投稿の件は、こんな頼み方をすれば、間

違いなく受ける“はず”だ!!』Ｓ女史に“図星”を射貫かれたのだ!!ということをこの原稿を書きながら、

今さっき気付きました…。

※皆さん投稿依頼は素直に受けましょうね!!

Note役員ノート
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組 合 の う ご き

１月４日（水）・仙台市・仙台商工会議所「新年のつどい」に渡辺理事長外出席
１月５日（木）・仕事始め
１月６日（金）・（一社）宮城県設備設計事務所協会平成29年新年賀詞交歓会に渡辺理事長出席
１月７日（土）・平成28年度技能向上訓練（技能検定学科部門講習会）を開催し、１級18名、２級15名
　～８日（日）　受講
１月11日（水）・１月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④平成29年新年祝賀会出席状況等報告
　　　　　　　⑤税務調査の結果について
　　　　　　　⑥70周年記念座談会（その１）の実施について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①全管連第57回通常総会、平成29年度全国大会（岩手大会）記念行事への協力について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①水道凍結防止キャンペーンについて
　　　　　　　②平成29年度水道関係予算等に関する要望活動について
　　　　　　　③70周年記念組合員旅行について
　　　　　　・平成29年新年祝賀会開催、来賓及び組合員等171名出席
　　　　　　・建設業労働災害防止協会宮城県支部平成29年建設業新年安全祈願祭に渡辺理事長出席
１月12日（木）・平成28年度水道凍結防止キャンペーンが開催され、服部上下水道委員、鈴木（恵）同

委員、鈴木（幸）同委員、佐藤同委員外が運営に当たる
１月14日（土）・平成28年度技能向上訓練（技能検定実技部門講習会）を開催し、１級24名、２級18名
　～15日（日）　受講
１月16日（月）・仙台設備クラブ平成29年新春懇談会に藤井専務理事出席
１月17日（火）・全管連臨時総会・第328回理事会・新年賀詞交歓会に渡辺理事長出席
１月20日（金）・（一社）宮城県空調衛生工事業協会平成29年新年賀詞交歓会に藤井専務理事出席
１月24日（火）・宮城県中小企業団体中央会平成29年「新春講演会・新春の集い」に渡辺理事長、吉田

常務理事出席
　　　　　　・「建設キャリアアップシステム」及び「社会保険未加入対策」に関する説明会に藤井

専務理事出席
１月25日（水）・仙台市配水管工事業協会平成29年新春懇談会に渡辺理事長外出席
　　　　　　・（一社）東北空調衛生工事業協会平成29年新年賀詞交歓会に佐竹副理事長出席
１月26日（木）・（一社）宮城県建築士事務所協会平成29年新春講演会並びに新年賀詞交歓会に佐竹副理

事長出席
　　　　　　・平成28年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施（於：啓徳技能訓練所）され、

相澤十四男氏（㈱相澤設備）が技能検定委員として運営にあたる
１月27日（金）・仙台電気工事事業協同組合平成29年新春祝賀懇親会に内海副理事長出席
　　　　　　　岩手県管工事業協同組合連合会平成29年新年交賀会に吉田常務理事出席
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１月30日（月）・平成28年度第３・四半期監査会開催
　　　　　　　①現金（小口）残高確認
　　　　　　　②第３・四半期監査

２月１日（水）・（一社）宮城県建設業協会と建設産業専門団体東北地区連合会宮城県支部との意見交換
会に白戸資材部次長出席

２月１日（水）・平成28年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施され、技能検定委員として藤岡
　～２日（木）　正行氏（㈱アトマックス）、相澤十四男氏（㈱相澤設備）、福田幸穂氏（㈱加納工業所）

外が運営にあたる
２月２日（木）・仙台商工会議所平成28年度優良従業員表彰式が開催され、千葉史規総務課長と安達弘

美管理係長が受賞
２月３日（金）・全管連第50回事務局研修会に吉田常務理事出席
２月６日（月）・平成28年度仙台市技能職団体連絡協議会セミナー並びに新年交流会に藤井専務理事外

出席
２月７日（火）・組合員㈱仙塩管工事センター代表取締役社長大浦明氏のご尊父大浦貢様（同社顧問）

の葬儀告別式に渡辺理事長外参列
２月８日（水）・ＪＡＭ宮城労使会議に藤井専務理事出席
２月９日（木）・２月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第３・四半期決算報告
　　　　　　　④第３・四半期監査報告
　　　　　　　⑤平成28年度水道凍結防止キャンペーン実施報告
　　　　　　　⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）及び技能検定実技試験決算報告
　　　　　　　⑦平成29年新年祝賀会決算等報告
　　　　　　　⑧嘱託員の人事について
　　　　　　　⑨職員の退職について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①全管連表彰該当候補者の推薦について
　　　　　　　②70周年記念祝賀会の案内について
　　　　　　　③ファクタリングに関する説明会の開催について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①春季労使交渉について
　　　　　　　②全管連第57回通常総会・全国大会への参加について
　　　　　　　③平成29年度通常総会に向けた主な会議等日程について
　　　　　　　④近況報告会の休止について
　　　　　　　⑤組合新規加入希望者について
　　　　　　・仙台市発注工事における総合評価一般競争入札の制度改正に伴う説明会に小島工事部

次長外出席
２月10日（金）・公益財団法人給水工事技術振興財団第12回評議員会に渡辺理事長出席
２月14日（火）・役員ベトナム視察研修実施
　～17日（金）

２月18日（土）・平成28年度資材利用組合員謝恩企画を実施、組合員等113名参加
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２月21日（火）・平成28年度建設専門業の経営革新支援研修会に藤井専務理事出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田常務理事、松岡理事出席
　　　　　　・労組ＪＡＭ宮城統一要求
２月22日（水）・宮城県職業能力開発協会平成28年度第２回理事会に渡辺理事長出席
２月24日（金）・（公財）仙台市水道サービス公社第23回理事会に内海副理事長、藤井専務理事出席
　　　　　　・ファクタリングに関する説明会を開催、組合員等25名参加
２月25日（土）・今野敦之氏（宮城県中小企業団体中央会会長）旭日小綬章受章を祝う会に渡辺理事長

出席

組合員のうごき
◯組合加入	 【平成29年３月16日付】

　　　　　　　　　　　株式会社 近藤設備（No.212）
　　　　　　　　　　　代表取締役社長　近藤　正彦
　　　　　　　　　　　本　　　社［岩手県和賀郡西和賀町沢内字猿橋33−50］
　　　　　　　　　　　北上営業所［岩手県北上市流通センター 6−13］

　　　　　　　　　　　仙台営業所（所長　唐芳　　剛）
　　　　　　　　　　　〒983-0035　仙台市宮城野区日の出町３丁目２−35
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（０２２）３５７−０３５７
　　　　　　　　　　　ＦＡＸ（０２２）３５７−０３５６

○組合脱退 【平成29年３月31日付】

　協和工業 株式会社（No.62）
　要設備 株式会社（No.127）
　有限会社 朴沢製作所（No.143）

近藤社長
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理事（役員）会報告

－１月度役員会－  

１．日　　時　　平成29年１月11日（水）16：00 ～ 17：00
２．場　　所　　勝山館　２階　楓の間
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
      　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の12月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ12月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、機関誌「みやかん」新春号の掲載予定記事等について報告され、一同了承した。

④平成29年新年祝賀会出席状況等報告
　吉田常務理事より、当日の首題祝賀会の出席予定人数や次第、来賓の席割等について説明され、一
同了承した。

⑤税務調査の結果について
　須藤総務部次長より、12月５日～７日に行われた平成25年度から平成27年度に係る税務調査の結果
について報告され、一同了承した。

⑥70周年記念座談会（その１）の実施について
　吉田常務理事より、創立70周年記念誌『七十年のみち』に収録する首題座談会を１月７日に組合１
階応接室で開催したことが報告されるとともに、今後開催する予定の座談会について説明され、一同
了承した。

※協議事項
①全管連第57回通常総会、平成29年度全国大会（岩手大会）記念行事への協力について
　吉田常務理事より、本年７月12日に開催される首題大会と記念行事について、全管連東北ブロック
としての支援内容が説明されるとともに、別途、宮管組合単組としての支援案が提案され、一同了承
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した。

※その他
①水道凍結防止キャンペーンについて
  千葉総務課長より、１月12日に実施される首題キャンペーンについて説明され、一同了承した。

②平成29年度水道関係予算等に関する要望活動について
　吉田常務理事より、11月26日に行った首題要望について、要望内容と回答が報告され、一同了承した。

③70周年記念組合員旅行について
　藤井専務理事より、首題旅行について、後日、組合員へ案内文書を発送する旨が説明され、一同了
承した。

－２月度役員会－  
１．日　　時　　平成29年２月９日（木）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・井上理事・松岡理事
　　　　　　　　　　　　　本山理事・小野理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の１月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材及び工事の１月度の実績と前年比、及び目標額に対する達成率等について報告
され、一同了承した。

③第３・四半期決算報告
④第３・四半期監査報告
　須藤総務部次長より、第３・四半期の決算内容について説明され、次いで武田監事より、監査の結
果、適正に処理されていることを認めた旨が報告され、一同了承した。

⑤平成28年度水道凍結防止キャンペーン実施報告
　松岡上下水道委員長より、１月12日に実施された首題キャンペーンについて、組合からの従事者や
概況等が報告され、一同了承した。

⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）及び技能検定実技試験決算報告
　小島工事部次長より、平成29年１月７日～８日に実施した技能向上訓練の学科講習会、同じく１月
14日～ 15日に実施した実技講習会の各受講者数と収支結果、また、２月１日と２日に実施された技
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能検定実技試験の受検者数や収支結果等について報告され、一同了承した。

⑦平成29年新年祝賀会決算等報告
　吉田常務理事より、首題祝賀会の出席者及び収支決算等について報告され、一同了承した。

⑧嘱託員の人事について
　藤井専務理事より、嘱託員の内、平成29年３月31日をもって雇用契約期間が満了し、４月１日から
１年間延長（更新）する４名について報告され、一同了承した。

⑨職員の退職について
　藤井専務理事より、資材部配属の職員１名が自己都合により退職したことが報告され、一同了承し
た。

※協議事項
①全管連表彰該当候補者の推薦について
　千葉総務課長より、平成29年度の首題表彰候補者として、組合役員２名と組合員４社から推薦され
た従業員５名を申請したい旨が説明され、一同了承した。

②70周年記念祝賀会の案内について
　吉田常務理事より、首題祝賀会の案内について、組合員用と来賓用の案内状、70周年記念優良従業
員表彰の推薦照会文書、各出席者の会費の扱い、案内先リストと出席予想人数等が説明され、一同了
承した。
　なお、案内状は２月中に発送することとした。

③ファクタリングに関する説明会の開催について
　吉田常務理事より、ファクタリングについて、取扱会社の建設経営サービスによる説明会を２月24
日に開催することが提案され、一同了承した。

※その他
①春季労使交渉について
　藤井専務理事より、今春の労使交渉の主なスケジュール等が説明され、一同了承した。

②全管連第57回通常総会・全国大会への参加について
　吉田常務理事より、平成29年７月12日に花巻市で開催が予定されている首題の大会について説明さ
れるとともに、役員全員で参加頂きたい旨が付言され、後日あらためて事務局より都合の確認を行う
こととした。

③平成29年度通常総会に向けた主な会議等日程について
　吉田常務理事より、５月19日に予定している総会並びに70周年記念式典及び祝賀会に向けた今後の
スケジュール等について説明され、一同了承した。

④近況報告会の休止について
　吉田常務理事より、首題近況報告会について、平成29年度は70周年記念行事を控えて行事多端であ
ることから開催を見送りたい旨が提案され、一同了承した。
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⑤組合新規加入希望者について
　小川本部長より、１社より組合加入希望の話があることが説明され、今後は、正式に加入書類が提
出され次第、総務・厚生委員会による実態調査報告によって理事会で諾否を審議することとし、一同
了承した。

○退職
　資材部営業課営業係　渋谷　洋人（平成29年２月15日付退職）

○異動　（　）内は前職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成29年４月１日付発令】

　松山　幸治　修繕センター部北エリア担当係長（修繕センター部北エリア担当）

　伊藤　勇磨　資材部営業課営業係（資材部管理課管理係）

職員の人事
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  消防団に入団して

㈱相澤設備　代表取締役社長
宮城県管工業協同組合
総務・厚生委員　相　澤　良　朋

　私が名取市消防団に入団したのは、自社に戻ってきてすぐの昭和63年４月でした。地元に戻ってき
て何か役に立てることはないかなと思い始めた頃で、当時の地元消防団の部長や班長さん３名の方が、
自宅に入団の誘いに来て下さり、消防団が何をするのか分からないながらも、即答で入団の返事をし
たことを覚えています。それには、その数年前に、近所の神社や農協倉庫が放火で焼失したのを目の
当たりにしていたことも、脳裏のどこかにあったかもしれません。
　入団当初の消火ポンプは、リヤカーに乗せるタイプで、いざ、火災等で出動になると、団員の誰か
がトラックを用意してきて桟橋をかけて積込み、現場へ出動していました。ある時、近くの丘上の団
地で火災が発生した時、私を含めて数人の団員がポンプ小屋に集まりました。しかし、トラックがな
かなか来ません。部長の鶴の一声で、みんなで押していくことになりました。標高差約20ｍ上の火災
現場を目指して皆でリヤカーを押し、現場に着いた頃にはみんなヘトヘトに疲れきり、また、付近の
消火栓等は消防署や他の団に使われていることもあり、放水の準備もままならなかったことがありま
した。
　また、毎月、ポンプ点検を行います。エンジンを掛けてきちんと放水するか、サイレンは鳴動する
か確かめ、機材を磨きます。その後に恒例の懇親会が始まります。当時の先輩団員は酒豪が多く、漬
物を肴に、毎回日本酒をたらふく飲まされました。今では考えられませんが、10人くらいで、毎回ビー
ル10本と日本酒２本くらいをカラにしていたように思います。
　消防団に入団して約30年が経過しました。今まで、様々な事がありましたが、一番記憶に残ってい
ることは、やはり、東日本大震災です。発災当日の夜８時頃だったと思います。部長が私の自宅へ来
て「出動するぞ」と言うのです。携帯電話はつながらず、また、津波のことなど知らずにいたため、
軽く考えて、団員の自宅１軒ずつ回って召集しながら、消防署へ行きました。署へ到着すると、「す
ぐ閖上へ行くように」と言われ、現地へ行くと皆さんもご承知の悲惨な状況でした。名取川の堤防沿
いの道を東へ向かっていくと、目の前が湖みたいに水があふれており、壊れて流された家屋や車等が
当たり一面に散乱している状態でした。サーチライトを照らすと、遠くから「助けて」と声が聞こえ
るのですが、救難用ボートも無く、何も出来ないでいる無念さを感じたことを覚えています。今は、
部長を務めさせてもらいながら、10人の団員達と一緒に地域の火災予防に努めています。
　ところで、名取市もそうですが、日本全国の消防団で団員の定員割れを起こしています。消防団は、
地域住民の安心と安全を守るという、重要な役割を担っています。ボランティアですが、地域に貢献
しているという、実感を味わうことが出来ます。最近では、女性団員も増えつつありますが、まだま
だ不足しています。何歳でも入団できますので、皆さんの、また、お子様の入団を心からお待ちして
います。

投　稿
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野川橋 

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　野川橋は、仙台市青葉区熊ヶ根字野川と青葉区上愛子を結ぶ橋で、仙山線の白沢駅と熊ヶ根駅の中
間地点にあります。熊ヶ根橋の500メートルほど下流に架かる小さな橋です。現在の橋は、長さ47.6メー
トル、幅員4.6メートルです。昭和12（1937）年に架けられた橋は、老朽化のため３年程通行止めとなっ
ていましたが、その橋脚・橋梁を補強して、平成28（2016）年７月28日から通行が再開されました。
　野川は広瀬川の別名で、この辺りと大倉川、青下川の合流地点を指して野川と呼ばれたと伝わって
おり、その辺りは「字野川」という住所となっています。
　初代の野川橋は明暦４（1658）年頃に架けられ、橋が架かる前は徒歩で川を渡っていたそうです。
集落は高台にあるため、野川橋を渡るためには、南北両側とも坂を上り下りしなければならず、行き
交う人々は苦労したようです。
　江戸時代から明治時代にかけては、作並街道が通る当時の主要路でしたが、昭和29（1954）年に熊ヶ
根橋が架かり、野川橋は主要路から外れました。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕
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健康だより

発行／健康かわら版より転載
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「五
ご

風
ふ う

十
じゅう

雨
う

」
（５日ごとに適当な風が吹き、10 日ごとに適度な雨が降る意）農作に都合のよい気候のこと。

転じて世の中が太平であるたとえ。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　黄　金（　　　　　）
２　黄　昏（　　　　　）
３　黄　泉（　　　　　）
４　黄　楊（　　　　　）
５　黄　土（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　外国資本と業務テイケイする国産会社。  （　　　　　）
２　テイケイ郵便を発送する。    （　　　　　）
３　これが新聞記事のテイケイだ。   （　　　　　）
４　機関誌“みやかん”はツウカン472号となる。 （　　　　　）
５　責任重大なことをツウカンしている。  （　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　権　謀（　　）数										２　言　文　一（　　）

※解答は40頁です。
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編集歳時記
（2017年若草号№472）

　今年の正月、知人に「今年還暦だもの厄年だっちゃ、厄払いしないとダメだっちゃ。」と言われました。
　自分の中では、「60歳、還暦か」とは思っていましたが、厄年は念頭にありませんでした。
  知人が言うには、「厄払いも地方によって、やり方もいろいろ有る。」とのことでしたが、とりあえ
ず塩釜神社に行き、お祓いをしていただきました。
　何となく、何歳になったら厄年だということはある程度知っていても、厄年の本来の意味を知って
いる人はどれだけいるのでしょうか。周りが厄年だと騒ぐので、とりあえず厄払いに行っておこうか、
良くないことが起こるのも嫌だし…、こんな感じではないでしょうか。
　厄年というのは陰陽道が関係しているらしく、平安時代には、すでに厄年という概念があったよう
です。
　厄年を民俗学的に見ると『役年』になり、ある一定の年齢になると神社やお寺で『役』をするとい
う習慣から『役』になると、それなりに身を清め、行いを慎まなければならなくなり、その役を終え
て、初めて一人前の社会人として周囲の人から認められたといいます。
　しかし、この年齢に差し掛かる頃には、精神的なものや肉体的なことに変化が起こりやすく、体を
壊したり、思いも寄らぬ受難を受けたりという、人生の節目になっていることが分かってきました。
昔の人は、厄年を『役年』とすることで、役についた者に様々な制約をもうけ、『厄』から逃れてい
たようです。
　また、『役年』を決める際は、陰陽道の影響を受けて決められたようです。陰陽道をもとにして、方位、
日時の吉凶が定められ、災いを招きやすい年齢として厄年が決められ、現在のような形になったのは
江戸時代に入ってからのようです。
　厄年に良くないことが起こるなんて迷信だと思っている人、要は気の持ちようだという人もいます
が、厄年に該当する方は一度お祓いを受けてみてはいかがでしょうか。初詣、安全祈願祭でしか神社
に足を運ばないあなたも、自身と向き合い、今後の自分のあり方を静粛のなかで見つめ直す良い時間
になると思います。
　ちなみに、お祓いの時期は厄年の年内であれば、いつでも良いらしいですよ。
　「厄年（災い）転じて福となる」かも…

広報委員
　阿部　祐光（宮春工業㈱）

飯野坂 1丁目 1番 14 号
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．おうごん、こがね　　２．たそがれ　　３．よみ　　４．つげ　　５．おうど

二．　１．提携　　２．定形　　３．定型　　４．通巻　　５．痛感

三．　権謀術数（けんぼうじゅつすう）

　　　　たくみに人を欺くはかりごと。例：「権謀術数を用いて意表に出る」

　　　言文一致（げんぶんいっち）

　　　　文章の文体を話し言葉の調子に一致させること。例：「言文一致運動」

宮城県管工業協同組合　第43期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
副委員長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　阿　部　祐　光　（宮 春 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　遠　藤　義　郎　（㈱ 丸 浩 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）

専務理事　藤　井　秀　男

常務理事　吉　田　秀　之

編集・発行
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